
R５年度 中・高校生版機関紙 授業での活用例 

 

★本機関紙は上下で構成が分かれております。国内外問わず、世界中で自然災害による甚

大な被害が発生しています。自然災害と地球温暖化について知り、周りの人や世界の困っ

ている人を思いやることの大切さを学ぶ機会に、本紙を道徳の授業や防災学習等でご活

用、ご紹介ください。 

 

 

≪ねらい≫ 

・バヌアツを例に、自然災害や気候変動の影響で拡大する被害について、原因を考えると共

に自分に何ができるかを考える。 

・１円玉募金がどのように役に立っているのか認識を促し、日頃の活動への意欲を増加させ

る。 

 

 

≪活用案≫ 

① 機関紙の上半分を用いて、これらの自然災害がバヌアツでなぜ起きているのか。気候変

動がもたらす自然災害の被害の拡大について考える。 

 

 

 

例：地すべりや台風・豪雨・洪水の被害が拡大するのはなぜか。自然災害は気候変動の影響

をなぜ受けるのか。 

 

 



 

② 機関紙の下半分を用いて、自然災害に対して国内・国外問わず今の自分ができることを

考える。 

 

 

例：日本国内でも多くの自然災害がある。身近でこれらの災害が起きた時どうなるか考える。 

また、バヌアツの人たちのためには何ができるか考える。みんながお小遣いを少しずつ出し

合って募金を集めれば、バヌアツの人たちが防災の正しい知識を身に付けることができ、災

害が起きた時に安全に逃げることができる。 

 

 

③ 今の学びや活動が、バヌアツの人の命を救い、災害時の周りの人の命を救う。自分にで

きることは微力だけど無力ではない。学び、伝え、行動しよう。 


